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筑西地域農業改良普及センターHPへアクセス！↑

あけましておめでとうございます。
本年もアグリ筑西をよろしくお願いいたします。

スイカの退緑えそ病は、ウイルス病で、
ウリ科作物の葉を黄化させ、スイカでは葉
の黄化、壊死および小玉化を引き起こすこ
とが報告されています。このウイルスはタ
バココナジラミバイオタイプQによって媒
介されます。数年前から管内で発生が確認
されており、昨年も発生が確認されました。
タバココナジラミは、トマトでも黄化葉

巻病ウイルス（TYLCV）の媒介でも知ら
れ、昨年は管内スイカ後作の抑制トマトで
も黄化葉巻病によって多くの生産者が被害
を受けました。
スイカでも退緑えそ病の被害が出ている

ことから、コナジラミ防除はスイカ栽培の
時期からしっかりと行いましょう。

日時：令和５年2月16日（木）１３時３０分～１６時
場所：県西生涯学習センター多目的ホール（筑西市野殿1371）

＜内容＞ ・県西地域におけるかんしょの取り組み事例
・栽培のポイント など

県西農林事務所では、かんしょの栽培にチャレンジする生産者を応援していま
す。新たに栽培してみたい、面積をさらに拡大したいという生産者のために「か
んしょ生産拡大セミナー」を開催します。当日は栽培事例をスライドで紹介する
とともに、栽培ポイントや支援策をわかりやすく解説します。ふるってご参加く
ださい。

お問い合わせ先
筑西普及センター担当：小山田

かんしょ生産拡大セミナー



冬も本番となりました。降雪による被害を出さないために、事前の点検をお願いします。

事前準備

降雪時の処置

〇 降雪が予想される場合は、屋根被覆資材の表面に雪の滑落を妨げるような突出物がないかを事前に点検しま
しょう。特に、防風ネットや外部遮光資材等は忘れずに撤去しましょう。

〇 外張り被覆資材のたるみや破れは、雪の滑落を阻害するので、降雪前に補修しましょう。
〇 散水による除雪・融雪は、雪の積雪を防ぐ目的で積雪前から行う場合は有効ですが、積雪後に行うと水を含
んだ雪の重量が予想外に増大し、施設の倒壊を引き起こす可能性があるので、積雪後は実施しないようにし
ましょう。

〇 降雪初期において屋根への積雪がほとんどみられない場合は、安全を確認した上で除雪作業や加温機等の起
動を行いましょう。ただし、屋根への積雪が確認できる場合は施設崩壊の可能性があるので内部への
侵入は控えましょう。

〇 屋根に積雪した場合、速やかに雪下ろしを行い、被覆資材が雪でたるみ、滑落困難になるのを防ぎましょう。
〇 暖房機等が設置されている場合は、内部被覆（二重カーテン）を開放した上で可能な範囲で施設内の室温を
高めることで、屋根雪の滑落を促進しましょう。設置されていない場合は、内部被覆を開放し、地熱の放射
により室温を上昇させましょう。

対策の詳細は、茨城県農業
総合センターHPの技術対策
ページに雪害対策が掲載さ
れていますので、参考にし
てください。

管内の定点圃場（コシヒカリ）では、5月上旬の移植時期～6月中旬までやや低温・低日照の傾向で推
移したため、分げつ時期の草丈は短く、茎数・葉色は平年並みからやや少なく（淡く）なりました。6
月下旬の幼穂形成期から7月下旬は高温・多照傾向となったことから生育が進み、葉色が淡く推移し、
出穂期は平年並みからやや早くなりました。8月上旬から9月上旬の気温は平年並み・低日照となり登熟
日数は平年並みから2日多くなりました。
全体的に稈長、穂長はやや短く、穂数、千粒重、収量は4月下旬移植では低下し、5月上旬移植では平

年並みとなりました。品質では、7月下旬～8月中旬まで27℃以上の高温が続いたことにより白未熟粒
が増加し整粒歩合が低下しましたが、4月下旬移植の早植えほど大きく低下しました。

★「コシヒカリ」を作付する場合は、収量品質を確保するため、5月5日以降に移植し無駄な分げつや
高温障害を減らしましょう。

★登熟期の高温障害を避けるため「にじのきらめき」等の高温耐性の高い品種を導入しましょう。

図１ 支柱による補強 図2 筋違い直管による補強

次年度の対策
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